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はじめに 
 本論文は「価値があること」を英語の日常言語においてどのように表現するかとい
うことに注目する。類義語の研究は古い歴史があるが、事例の収集に終始することも
あり、それらの表現の背景にある動機づけまでを十分に解明しようとしていない対象
も残されている。「価値」とは社会における人間の経済活動の中でも常に意識されるも
のである一方、いわゆる具体的な数字による経済的な「値」をつけることのできない
ような抽象的な価値も存在している。英語のvalue，price，costを中心とした関連表
現を分析することを通して、言語の使用例から、社会における人間の多様な価値とそ
の認知について明らかにすることを目指す。 
 
1. 研究目的 
 代表的な否定接頭辞として un-，in-，non-，dis-等が挙げられることを踏まえた上
で、valuable（価値がある、貴重な）、invaluable（計り知れないほど貴重な）という
語を照らす。なぜ一方が否定接頭辞を加えられているにもかかわらず、反義語として
の意味を形成せず、双方が肯定的価値を意味するのかという事例は、英単語を外国語
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として学習しようとする者にとって、単なる「否定接頭辞が付くと意味が否定される、
逆になる」といった説明を超えた視点を求める対象である。 
 英語のvalue，price，costは、それだけでも「価値」、「値段」、「費用」に関する意
味合いやそれに類する意味合いを持っている。また、value，price，cost という語幹
単体だけではなく、それぞれに接辞（接頭辞・接尾辞）を組み合わせたり、品詞を認
識したりすることによって、これらの類似表現の差異を同定することができる。英語
のvalue，price，costを中心とした言語の具体的使用例から、社会における人間がど
のように価値を認知しており、それがどのように言語表現に反映されているのかを明
らかにしていく。日常生活における「価値」には具体的な数字による「値」をつける
ことのできないような抽象的な価値が存在していることを気づかせてくれる手がかり
として、社会における人間の経済的活動の中で見られるような具体的な数字による「値
段」や「費用」と照らしながら、価値の認知に関する一側面を言語表現から解明する
ことを目的とする。 
 
2. 日常言語におけるvalue，price，costの位置付け 
 2.1 valueの位置付けについて 
 ここでは、valueについて辞書的な定義を概観する。OALDでは、以下のように説
かれている。 
 
noun 
1.  [U,C] how much sth is worth in money or goods for which it can be exchanged: 
to go up/ rise/ increase in value. 
2.  [U] how much sth is worth compared with its price: to be good/ excellent value 
(=worth the money it costs) 
3.  [U] the quality of being useful or important 
4.  values[pl.] beliefs about what is right and wrong and what is important in life: 
moral values. 
 
verb 
1.  to think that sb/sth is important: I really value him as a friend. 
2.  to dicide that sth is worth a particular amount of money: The property has 
been valued at over $2 million. 
 
 日本語では名詞で「①（物の相対的な）価値、値打ち、真価。Worthはそれ自体の
持つ絶対的・本質的価値、重要性、有用性、ありがたみ、（トランプの札・チェスの駒
などの）重要度、等級、地位、②（金銭的な）価値、価格、値段、評定価格、査定額、
③（通貨の）交換価値、（貨幣の）購買力、④（金銭・物品・労力等に対する）対価（物）、
等価（物）、正統な報い（代償）、みかえり、有価約因、対価、⑤お値打ち、御特用、
⑥（貨幣・切手・小切手等の）額面価格（金額）、⑦評価、重要視、値踏み、⑧（語句
などの）意味、意義、⑨（～の）好み、愛好、（～への）愛着、好意、⑩（社会的な）
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価値（基準、体系、観）、理想、習慣、制度等、その社会の人たちにとって良いとされ
るもの」とされており、その他さらに、ランダムハウス英和大辞典によれば、物理、
化学、美術、音楽、採鉱、音声、生物、電気といった分野でもそれぞれの用例と意味
が存在していることからもわかるように、非常に大きな語であることがうかがえる。
動詞も存在しており「（人が）（物を）（金銭的に）評価する、値踏みする、（～の値段
であると）見積もる②～を高く評価する、尊重する、重んじる、～を好む、よく思う」
といった意味あいがある。 
 続くセクションで述べる price，cost と比較すると、単に「価値」というだけでな
く、抽象度が高い意味合いも富んでおり、多分野において用例も豊富に存在している
ようである。 
 
 2.2 priceの位置付けについて 
 ここではpriceについて辞書的な定義を概観する。OALDでは以下のように説かれ
ている。 
 
noun 
1.  [C,U] the amount of money that you have to pay for sth: Boat for sale, price 
￡2000. 
2.  the unpleasant things that you must do or experience in order to achieve sth 
or as a result of achieving sth: Criticism is part of the price of leadership. 
3.  The numbers that tell you how much money you will receive if the horse that 
you bet on wins the race 
 
verb 
1.  to fix the price of sth at a particular level: a reasonably priced house 
2.  to write or stick tickets on goods to show how much they cost 
3.  to compare the prices of different types of the same things: We priced various 
models before buying this one 
 
 日本語では名詞で「①値段、価格、代価、売買値、物価、相場、市価、②（人に懸
けた）懸賞金、賞金、③（支持・同意などを得るための）贈与金、買収金、賄賂、④
値札」といった意味あいがあり、動詞では「①（～の）値段をつける、値段を決める、
値踏みする、見積もる、評価する、②～の値段を聞く、調べる」（ランダムハウス英和
大辞典）と説かれている。 
 上のセクションで見たvalueと比べると、経済活動における「値」に意味が集中し
ていることがわかる。 
 
 2.3 costの位置付けについて 
 ここでは cost について辞書的な定義を概観する。OALD では以下のように説かれ
ている。 
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noun  
1.  [C,U] the amount of money that you need in order to buy, make or to sth: the 
high/low cost of housing 
2.  costs[pl.] the total amount of money that needs to be spent by a business: The 
use of cheap labour helped to keep costs down. 
3.  [U, sing.] the effort, loss or damage that is involved in order to do or achieve 
sth: the terrible cost of the war in death and suffering 
 
verb  
1.  If sth costs a particular amount of money, you need to pay that amount in 
order to buy, make or do it: How much did it cost? 
2.  to cause the loss of sth: That one mistake almost cost him his life. 
3.  to involve you in making an effort or doing sth unpleasant: The accident cost 
me a visit to the doctor. 
 
 日本語では名詞で「①値段、対価、価格、費用、経費、コスト、原価、元値、②（金・
時間・労力などを）費やすこと、消費、支払うべき金（時間・労力など）、③犠牲、損
失、損害」、動詞で「①費用・代価を要する、金額がかかる、～の値段がする、人に金
を費やさせる、②行為などが人に生命・仕事などを、犠牲にさせる、失わせる、人に
苦痛・損害・損傷などをこうむらせる、もたらす、与える、③人に、努力・労力・手
間などを伴う、必要とする、④（製品・計画などの）費用・経費を見積もる、～の原
価計算をする、⑤（英話）人に、高くつく、高価である」（ランダムハウス英和大辞典）
のように、説かれている。他動詞・自動詞共にある。そして、「費用がかかる、高くつ
く」という用例を有している。 
 cost も price 同様、value と比較した場合に、経済活動における「値」に意味が特
化されていることに気づく。 
 price の類義語としても挙がる cost であるが、こうした類義語における違いは
OALDによれば以下のとおりである。 
 
price: the amount of money that you have to pay for an item or service: house 
prices. 
cost: the amount of money that you need in order to buy, make or do sth 
value: how much sth is worth in money or other goods for which it can be 
exchanged 
expense: the money that you spend on the; sth that makes you spend money 
worth: the financial value of sb/sth. Worth is more often used to mean the practical 
or moral value of sth. 
 
 The price is what sb asks you to pay for an item or service: to ask/change a 
high price◇Obtaining or achieving sth may have a cost; the value of sth is how 
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much other people would be willing to pay for it: house prices◇the cost of 
moving house◇The house now has a market value of one million pounds. 
 
 to ask / change a high priceとは言えても、to ask / change a high valueという表
現はない。本論文では接辞を付けたときの差異を際立出せるために、今回は上記三つ
を意図的に選択することとした。 
 
 2.4 value, price, cost のつながり 
 実際の経済における専門用語としての使用概念というよりは、本論文では日常言語
使用での解釈を目指すにとどめるが、以下のように三つの用語についてまとめておく
こととする。 
 資本主義経済では、財やサービスの価格（price）は、市場の需要と供給の関係で決
まる。売り手は、利益を確保するために、損得の視点から費用（cost）を意識して、
価格を提示する。買い手から見ると、費用がいくらかかっていても、その価格に価値
（value）を見出さなければ、そこに価値はなく、売買は行われない。その意味で、
費用は、売り手側の意識である。買い手は、そのモノの価値を評価する。買い手は売
り手が提示した価格がその価値と同等以下か否かによって、購買の意志決定をする。
価値（value）は、価格と費用の二つに比べて、個人的で絶対的な価値であると言え
る。価値をどのように認識するかということは買い手と売り手双方の問題である。買
い手からの評価である価値と、売り手からの価格が一致すると売買が成立する。ただ
し、オークション取引のように、買い手による価値評価が先行するような場合、通常、
費用は意識されておらず、買い手主導で価格が決まっている。 
 「英語多義ネットワーク辞典」では、value については触れられていないが、cost
については、「（獲得・製造にかかる）財政的負担」としてまとめられており、下位分
類として「財政的負担が大きい」「災害・失敗にかかる負担」「人的・社会的負担」を
挙げている。語史としては、「～に対して立つ」が原義であり、ここから「価格を固定
する」→「金額に相当する」→「費用がかかる」という意味になったことが示されて
いる。一方、price については、「（商品の）代価」としてまとめられており、下位分
類として、「商品に代価をつける」「商品の代価を比べる」「成功・失敗の代価」を挙げ
ている。 
 
3. 「価値がある」ことと関連表現の具体事例 
 3.1 valueを用いた場合 
 value には名詞「価値」の意味と、動詞「価値があるとみなす、重視する」の意味
が存在している。代表的な否定接頭辞として un-，in-，non-，dis-等を挙げることが
できる。また、動詞または名詞について「～できる、～されやすい、～にふさわしい、
～しがちな、～の傾向がある、～すべき」という形容詞を作る-able, 名詞について「～
のない」という形容詞（まれに副詞）を作ったり、動詞について「～できない、～し
がたい」という形容詞を作る-less等があることを踏まえて、以下の用例を概観する。 
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(2) price (v)  
(3) pricey (adj.)  
(4) priceless (adj.) 
(5) *priceful 
(6) priceable (adj.) 
(7) *impriceable 
 
value と比較すると、priceful という語がない点は共通しているが、priceable（高価
な）という語は存在する一方で impriceable という語がない点については異なってい
る。つまり、priceにおいては、「高価な」という意味を作るときに-yを用いて形容詞
化しており、imvaluableに相当するような意味合いではないようである。invaluable
に近い意味になるのは、pricelessである。近い意味ではあるようだが、具体事例で照
らしてみると差異が存在していることがわかる。それは後ろのセクションで述べるこ
ととする。 
 
 3.3 costを用いた場合 
 costであれば、以下のような品詞が存在している。しかし、上の2つの事例と比べ
て多様性において劣っているようである。また、「高価な」を表す表現として、接尾辞
の-ly が組み合わされている。名詞と接尾辞-ly で形容詞を構成するのは friend と
friendlyの関係と同じであるが、costについては、動詞と名詞が同じ表記であるため、
語幹の品詞を認識することが重要である。 
 
(1) cost (n) 
(2) cost (v) 
(3) costly (adj.) 否定的価値、費用がより多くかかる、高価な 
 
 costly は「高価な」という意味を持っているが、それは経済的活動における「値」
の域を超えて抽象的・評価的価値となることはないという点において、priceyと類似
している。a pricey restaurant（高級レストラン）はcostlyと類似している。ただし、
costly は「金・費用がかかる」ことから、「高価な」「犠牲の大きい」という意味が生
まれており、単に値が高いこととは異なっている。costly illness（医療費のかかる病
気）は自然でも、priceyで代替させるのは難しい。（a costly illness, 35,600件, a pricey 
illness, 5,790件, an expensive illness, 42,500件, google, 2013.10.23） 
 
4. 接辞との結びつきによる示唆と品詞識別 
 4.1 接頭辞un-, in- 等の場合 
 以下のように接頭辞である in-の意味における違いを分類できることは広く知られ
ている。 
 
(1) in-: as a negative (ex. independent; not dependent) 
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(2) in-: as an intensifier (ex. inflame; to set fire to) 
(3) in-: as a physical locator (ex. indoors; inside the door) 
 
 本研究で注目しているのは(1)の中での用法の差異である。なぜ、否定接頭辞 in-が
付くにもかかわらず、valuable（価値がある、貴重な）、invaluable（非常に貴重な）
という二つの語は共に肯定的価値を表すのかという説明には、value が動詞であるこ
とに気づく必要がある。つまり、invabluableは、inestimable (can’t be estimated) や 
incalculable (can’t be calculated)等と並べて説明する必要がある。incalculableは単
に「数えられない」という字義通りの意味だけでなく「無数の、莫大な」という意味
を持つに至っている。同様に、inestimable も単に「測ることができない、計算でき
ない」という字義通りの意味だけでなく「計り知れないほど大きい、多い、貴重な」
という意味を持っている。この「～することができない」ということを意味する表現
の一部が、字義通りの意味を超えて、「貴重な」という価値的な意味を持つに至る動機
は、invaluable（非常に貴重な）の意味の動機と重なっている。 
 valuable（価値がある、貴重な）と invaluable（非常に貴重な）という一見対比の
ように見えるペアにおいて、なぜ、一方が否定接頭辞を加えられているにもかかわら
ず、反義語としての意味を形成せず、双方が肯定的価値を意味するのかという事例は、
前者が「金銭的な価値があること」にも焦点を当てるのに対して、後者が評価できな
いという字義通りの意味であればゼロであると解釈する可能性も存在しているはずで
あるのにゼロにはならず、多大な価値という方向を意味する点に注目する必要がある。 
 ここに、英単語を外国語として学習しようとする者へは、「否定接頭辞が付くと意味
が否定される、逆になる」といった説明を超えた視点を提示することで、より一層深
い単語学習が可能になる手掛かりが存在している。 
 
 4.2 接尾辞 -less等の場合 
 value と price は似通った意味合いを持っているにもかかわらず、接尾辞-less を加
えた場合、valueless（無価値な），priceless（貴重な）となって、相反する意味を持
つことになる。 
 valueとpriceだけに注目するのではなく、-lessの意味に注目すると、LAADには
以下のように説かれている。 
 
-less :  
1.  not having something (without) ;a sleeveless dress 
2.  never doing something; ceaseless (=that never ends), harmless (=that will not 
harm you) 
3.  unable to be treated in a particular way, or never becoming a particular way; 
countless (=too many to be counted), tireless (=never getting tired) 
 
1 は名詞と結びついている。他に、treeless，meaningless 等を挙げることができる。
2 は動詞と結びついて、決して何かをしないことを表す。3 が本論文と関係している
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程度の甚だしさの用例である。pricelessは2ではなく3に属するものであり、そのた
めに価値的側面を持つに至っていると考えられる。「数えることができないような、数
えきれないような、無数な、たくさんの」と同様に、「値段をつけることができないよ
うな、貴重な」という意味である。ここでの、-lessは、名詞について「～のない」と
いう形容詞（まれに副詞）を作るものではなく、動詞について「～できない、～しが
たい」という形容詞を作る-lessなのである。 
 再び priceless に焦点を当てると、もともとは preci（latin）という「値を付ける」
「価値」という語から始まり、precious, preciousness, preciosity等も同根を持ってい
る。 
 ここで具体事例を取り上げ、解釈を検討する。マスターカードでは、pricelessをキ
ャッチコピーとしており、以下のような広告を展開している。 
 
(1) There are some things money can't buy. For everything else, there's 
MasterCard. 
  （お金で買えない価値がある。買えるものはマスターカードで。） 
 
 さまざまなCMのバージョンが存在しているが、一例としては、若い女性がインド
を旅している映像が流れながら「深紅のサリー：8,000ルピー」「アーユルヴェーダ：
3,000ルピー」「アンクルベル：600ルピー」「新しい自分に目覚めること：priceless」
「お金で買えない価値がある。買えるものはマスターカードで」と広告の声が重なっ
ていく。また別の例では、母娘がニューヨークを旅行している映像が流れながら「娘
が選んでくれたドレス：850 ドル」「お父さんへのお土産の万年筆：320 ドル」「初め
てのジャズクラブ：200 ドル」「大人同士の夜：priceless」「お金で買えない価値があ
る。買えるものはマスターカードで」と続く。 
 この広告において、priceless以外の類義語を持ってくることは可能かもしれないが、
面白さが減少するだろうと考えられる。なぜ、invaluable よりも priceless の方が妙
味があることになるかというと、この広告対象がクレジットカードであり、クレジッ
トカードは「価格」に対して支払いをするときに使用する道具だからである。一つ一
つの買い物をするには、通常 price がつけられているのであり、それは value ではな
い。従って、その price が値の付けられないような価値のあるものであるということ
を示すのにpricelessは的を射ており、invaluableでは、「価格」や「値段」に対して
支払い行為を行うための便利な道具であるというクレジットカードの広告としての側
面をpricelessほど十分には際立たせることができないのである。 
 
まとめ 
 確かに、meaningful/ meaningless 等は反義語を構成し、forgettable 忘れやすい、
（changeable変わりやすい）のような「～しやすい、～しがちである」という傾向や
性質の意味に焦点が当てられている-able が存在している。一方で、unforgettable に
おいては「忘れることができない、わすれ難い」という可能不可能を問う意味に焦点
が当てられている。famous（有名な）、infamous（悪名高い、notorious）のような
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関係性も存在している。そうしたことを踏まえれば、単に un-，in-，non-，dis-等の
否定接頭辞が付くと意味が否定される、逆になるというわけではなく、そこに非対称
性が存在していることに気づく。un-，in-，non-，dis-等の否定接頭辞が付くことで
価値的否定が創出されるのではないことについては、unforgettableが価値的に良い対
象にも悪い対象にも価値評価的に使えることと並んで、unbelievable，incredible，
unimaginable，speechless等が字義通りの意味を超えて価値評価的に使える表現であ
ることも類例として挙げられる。肯定的価値、すなわち、良さ、すばらしさを表現す
る口語的表現には、いわゆる good，fine，nice，beautiful，marvelous，gorgeous, 
fabulous等以外に、何らかの「超えること」「上であること」「現実ではないこと」等
の関連する表現を見つけることができる。excellent，super，superb，fantastic，
dream-like，sound too good to be trueなどである。一方で、程度のはなはだしさを
表す強調表現として、killing，a hell of，awesome等の存在を指摘することもできる。
これらは「ウラロボスの蛇」を手掛かりに統合できるのではないかと考えている。今
後の研究として、valuable (worth a lot of money)の類義語としての、precious (rare 
and worth a lot of money), prized (loved or valued very much), irreplaceable (too 
valuable or special to be replaced) 等との比較も行っていきたい。 
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